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○６月１８日に開催しました第３回「国道４１号片掛地区法面崩落対策検
討委員会」の結果（議事概要）をお知らせします。
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● 崩落の要因については、現地が複雑に構成する
地質条件であったことに加え、複数回の大雨等の
影響を受けたこと等、様々な要因が複合的に重
なった結果、表層が崩落に至ったと推定される。

● 法面の恒久対策については、鋼管杭工と法枠鉄
筋挿入工との併用で法面を安定させる工法を基
本とし、早急に具体的な検討を進めること。

● 工事中の新橋への対応については、この他の案
も課題整理を行い、検討を進めること。

＜結果（議事概要）＞



■応急組立橋等による交通解放

②応急組立橋等による交通解放状況 [撮影：令和2年5月29日]

１．応急復旧の状況（報告）

●通行止め解除日時

●応急復旧の概要

令和２年５月２７日（水） １５：００

①応急復旧区間の全景 [撮影：令和2年5月29日]撮影②

撮影①

上記のような様々な要因が複合的に
重なった結果、表層が崩落した

２．崩落要因の推定

■法面崩落の要因

①脆弱な強風化帯や強変質帯等が複
雑に構成する地質条件

②H30.7豪雨や台風１９号による大雨
等の自然条件

不安定化が進む法面上での作業等

段丘堆積物

①流れ盤となる
強変質帯

仮設構台

竹割り工

③仮設構台
張り出し部撤去

強風化帯の
表層が崩落

①脆弱な強風化帯
（表層が特に脆弱）

②記録的な大雨




